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＜連絡事項＞

特記事項なし

＜患者様連絡事項＞

・下村　慶子様～本日、排便-7日目。馬渡Drより継続指示のケンエーG浣腸60ml処方となる。

・新堂　寿子様～本日、排便-4日目。本人より下剤服用希望あり、馬渡Drよりセンナリド2T　1回分処方となる。

・釜澤　亘様～本日、排便-5日目。馬渡Drよりセンナリド2T　1回分処方となる。

・山口　富造様～本人希望あり、明日朝より牛乳→ヨーグルトへ変更となる。また、馬渡Drより本日夕からアスパラカリウム(300)3T　3×ndE　3日分処方となる。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・畑中　成夫様～終日隔離中。午前･午後2時間ずつの開放観察実施。開放観察中、女性患者様に話し掛けあり、介入要している。介入に対しても理解の乏しさみられている。トラブルはなく経過。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前･午後2時間ずつ開放観察実施。物に固着した行動はないが、奇声を上げ、ホール内を徘徊している。他者トラブルはなく経過。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
・猪石　和宏様～終日隔離継続中。夜間、4時間程度の睡眠。対面時の口数の多さ見られているが妄想･幻聴に関する訴えなく、スタッフ対応穏やか。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
・河原木　泰志様～終日隔離中。本日、午後2時間の開放観察行っている。内服薬の拒否や興奮、粗暴行為なく経過。開放観察中も落ち着いてホールで過ごすことできている。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
・小笠原　ツヤ様～身体拘束中。38.0℃～37.0℃台の発熱持続。クーリングにて対応している。内服薬は口に入れるも吐き出している。ケアに対しての抵抗みられている。拘束部位の循環障害はなく経過。引き続き、拘束部位の循環障害の観察を行い、安全に治療が受けられるよう看護介入行っていく。

＜要注目患者様＞
・釜澤　亘様～朝食時、痰絡み･嚥下不良みられ、各1/3摂取し、中止している。10:30体

　　　　　　　熱感あり、体温39.1℃。酸素飽和度70％台へ低下あり。馬渡Drへ状態報告し、吸引･酸素2L流入開始している。意識レベルの低下はなく、声掛けにも疎通良好。午後には37.0℃台へ解熱している。引き続き、身体症状の観察を行っていく。

・内城　弘二様～歩行時のふらつきないことから膀胱留置カテーテル抜去。余暇は自室にて臥床していること多い。本人より、喫煙要求あり。馬渡Drより、痙攣発作の原因が不明であるため、5本/日程度であれば喫煙可能と本人へ説明している。1本ずつ取りに来るよう説明し、スタッフ管理としているが不満の訴え聞かれている。

・山口　富造様～夜間は良眠。下痢訴え聞かれ、便失禁みられ、都度介入している。日中は下痢訴えなし。臥床して過ごしていること多い。離脱症状なく経過。

・西澤　信様～バイタルサイン異常なし。点滴漏れあり、刺し替え行っているが、やや易

　　　　　　　怒的となっている。粗暴行為はなく経過。点滴は抗生剤、トランサミン中

　　　　　　　止となり、7/18まで継続となる。

・石井　すみ様～昨日、38.0℃台の発熱、酸素飽和度の低下あり、合併症室へ移動となり、酸素5L流入開始している。本日も発熱持続し、経口摂取時、むせ込みあるため、状態について馬渡Drへ報告。採血、喀痰培養、胸部X-P検査指示、食止めの指示受けしている。検査結果にて肺炎所見あり、点滴7/17まで処方、抗生剤開始指示となる。

・百澤　豊子様～37.0℃台の微熱持続している。声掛けには返答あるが、活気のなさみられている。酸素飽和度の低下なし。経口摂取拒否みられている。

・池野　功一様～朝食は拒否なく全量摂取しているが、昼食は介助するも｢うまくねー！｣と吐き出し、不食している。内服は拒否く服用することできている。奇異行為や興奮はなし。

＜措置入院患者様ケース検討＞

・吉島　知寿子様～失声症と訴え、小声で話すことみられている。他者交流、日常生活面での支障はなし。自分の要求が通らない事で不機嫌となることあり。

・藤井　崇史様～特定スタッフの名前を挙げ、タバコを盗まれたと妄想発言あり。スタッフ対応は穏やか。

・猪石　和宏様～7/9深夜帯より、不穏さあり、終日隔離となる。準夜帯にて器物破損行為等みられ、身体拘束開始となっていた。以後、感情失禁はあるものの興奮することなく経過。7/14田名部Dr診察にて器物破損行為のリスクが軽減したことから身体拘束解除となり、終日隔離開始となる。口数の多さはあるが、スタッフ対応は穏やか。

